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未来を自分らしく生きてゆくために
～親離れ・千林れの準備を始めよう～

＜はじめに＞

払たちが生きる現代社会は、これまでにない急激な変化の中で、国際的には環境・食料・

人口・エネルギー問題、国内では超高齢化社会とそれに伴う社会保障など解決すべき大き

な問題に直面している。今、未来を背負う子どもたちに求められるのは、こうした時代に

対処し、生き抜く力である。現代を自分らしく生き抜く力をつけるためにはどうしたらよ

いのか。

1、今の子育てと昔の子育て

（1）聞き取り前童より（20～90代・男女）

昔　過去 �今　現在 

学校行事・活動 �・母親中心（祖父母世代） ・口出ししない �・父母ともに関わる 

育児 �・母親中心 �・家族の役割の中で協力する 
・子どもと遊んだことがない男性が． �・子どもの自主性を尊重する 

いる �・何でもしてあげたい 

・同居の姑の意見に左右される �・何でも知りたい 

家事 �・女の仕事（母親または祖母） �・核家族→家族で ・同居の場合→母親 　　または祖母 

勉強・余暇 �・勉強が大事 �・勉強、スポーツ 
・しつけは厳しく �なんでも経験させよう 

親子関係 �親は親、子は子 �友達親子 

（2）社会的な背景と要因

～今の子育てと昔の子育ての違いはどこからくるの？～

匝垂
子育ての始まり　数千万年前から

ヒト　　　　　　20万年前から

「肌でわかる」　　自然＝無意識の中で育ててきた



画
「ああすればこうなる」近代合理主義

例えば、「ボタンを押せば、風呂が沸く」生活

田舎でも、都市化・核家族化が進み＝なんでもコントロールできる

経済発展＝人間の進歩と混同している？

1990～　少子化　育児不安　青少年犯罪

子育て問題・教育問題が、社会問題化。

パラサイト・ニート・草食系など

→　親に対しても社会的な対策や支援が求められる

家庭教育振興　→家庭教育支援

子育ても「How to」に頼りたい！→「育児書」1

しかし、書いてある通りには行かない。

・型にはめようとしても、そうはいかない。

・こどもは理屈だけでは対処できない。

・頭で考えても必ず答えが出るとは限らない。

・この厄介さ＝必ずしもマニュアルが通用しない！

子どもも親も、「子どもが育つ、子どもを育てる」というこ

とを意識せずとも地域の自然や人間関係の中で育っていた

時代から、意識的に「子どもが育つ、子どもを育てる」とい

うことを方向づけたり、支援したり、つないだULなければ

ならなくなった。

しかし、単純にマニュアルが通用するものではない。

2．これからの時代に求められること

子どもの未来を具体的に措く＝未来に対する問いかけ

子どもたちが豊かに生きてゆくために時代に合った力

多様化する社会・予測不能な社会

1

柔軟に対応できる力

自分らしく生きる力

自立できる力



3．親に求められること

（日子どものありのままを受け入れる。

「良い子でも悪い子でも、とにかく大事な子！どんなあなたでも全面的に受け

入れる」、「困ったときは全面的に味方する」という姿勢を示す。親の視点から

は、親が子供を愛するのは当然と思っていても、子どもに対し表現しなければ

判らないことが多い。

（2）自主性を重んじる。

ある一定の年齢にきたら、「信じて見守って待つ」。

親の好みや価値観で子どもを支配するのではなく、子どもの要求に応じ、意見

を尊重し応えることが重要。普段から正面から向き合うことが必要。

微量の毒が薬になる！経験が　予測する力を育てる

「おとなの日から見てこどもに悪いことがあっても、それはこどもの

成長にとっては必要な関所のようなものである。おとながやみくもに

とりあげてしまうわけにはいかない－」

年代に応じて経験しておくべきことは経験させる。

悪いところはゼロに！学校・家庭は安全！

「清く正しく　100％善」

→かえって大けがにつながる。

・警戒心がない　無防備

・責任感のない千

・危険に対する想像力の欠如

→r安全」な社会（学校・家庭）からうまれた危険

EX．転び方を知らない！けんかが少なくなった

→過剰な暴力、いじめが深刻に

学校への責任が問われる社会的傾向を背景に

子どもが、危険の予知力、抵抗力を高める教育はなおざりにされがち。

子どもを信じ見守ることがとても大事！

自分で導き出す、体で覚える「知識と知恵」を得る場が必要

＝知識を身に着けられる場、

経験を得る場を子どもに与えること



（3）コミュニケーションを取る。

頭ごなしに叱ったU、注意するのではなく、子どもの言い分に耳を傾ける。

一見理不尽に見える同じ行動でも、背景にある気持ちによっては、同じ行動で

も意味するところが異なり、肯定すべきことも多い。

（4）自分は役に立っているという実感を得る機会を奪わないこと

人は皆、誰かの役に立ちたいと思っている。「喜んでもらった、役に立った」と

いう実感が、子ども自身の自己評価を高め、存在感を確立して行くのに役立つ。

（5）型に当てはめようとせず個性を尊重すること

平和な社会ゆえにおちいりやすい落とし穴として、子どもを自分の理想の型に

あてはめようとする傾向にある。

しかし、全く同じ人間だけが集まっている社会など存在しない。

それぞれの個性があり、個性にあった自分らしい生き方を見つけよう。

つまり

「かわいい子には旅をさせろ」

親の我慢・自立が必要

子どもは親の自己素足の対象でない

親の人間としての成熟が期待される

子育てに見本はあっても手本はない。

4．親と子は合わせ鏡

子どもに求められる力＝親に求められる力

子が豊かに生きること＝親が豊かに生きること

合わせ鏡

「家族」のあり方が子供のすべてを決める

√チビろば膠の言うこと不灘鯨を口先の一家や忍っ点しつげから貴ぶ●

んじゃない。厨のしていることを月度〃感じ虎〃して草ぶん鳥ノ

乳児の頃は、決して肌を離さず

幼児の頃は、肌を離して、決して手を離さず

子どもの頃は、手を離して、決して目を離さず

青年期には、目を離して、決して心を離さず



母綿藍芋崖竜との・掛掛抱喝チ重撃蓼葱・ヒト
白分が、当てはまる口にレチェックしてみてください

2G13年度Dグループ

●子どもに次のようなことをどのくらいしていますか �いつも する �たまに する �あまり しない �圧恵‾‾‾‾‾‾ 

1．朝、手どもを起こす �こj �［3、 �こ �［コ 

2．登校する酌に忘れ物がないかを確かめる �［コ �［コ �○ �ロ 

3．子どものベッドやふとんを整頓する �［コ �コ �！　ロ �コ 

4，夕食は子ともの好きなメニューにする �［コ �コ �ロ �コ 

5．手どもの洗濯物をタンスにしまう �亡 �コ �○ �コ 

6．入浴後の子どもの着替えを準備する �亡 �［コ �＝‡ �コ 

7．子どもが寝るまで起きている �［コ �コ 　I �亡 �コ 

・約番

●子どもに次のようなことをどのくらい言っていますか �り三軍 言つ �ときどき 言う �墜こ 言つ �言わない �！ 態度で 　示す 

1．早くしなさい �「「 11 �［コ �［］ �き　　コ �［コ 

2．片つけなさい �こコ �［コ �互コ �ロ �［コ 

3．勉強しなさい �⊂コ �ロ �コ �［コ �‡二 

4．がんばりなさい �r「 l �「1 �「1 �「「 �l 　「1 
LJ �」」 �」」 �LJ �LJ 

5．忘れ物はないの �rW、 ll �こコ 　　－ �□ �1 □ �「「 
L」 

6．家の手伝いをしなさい �［］ �［コ �こ �コ �［コ 

7．何度言ったらわかるの �こ］ �［コ �［コ �ロ �［コ 

8．がまんしなさい �［コ �［コ �蔓コ 　1 �［コ �［コ 

●次のようなことをしたことがありますか �いつも している �ときどき している �あまりして いない �まったく しない 

1．そつと子どものメールなどを見る �コ �［コ �こ � コ 

2．洋服や持ち物をチェックする �ロ �［コ �コ �コ 

3．友だちとのつきあい万をチェックする �コ � � � コ �ロ �コ 

4．お小遣いを何に使っているかチェックする �［コ �コ �○ �○ 

5．子どもの居ない時に、子どもの部屋に入る �ロ �ロ �ロ �コ 

●自己評価 �璽とても 　満足 �わりと 満足 �あまり満足 していない �全く満足 していない 

1．趣味や寮暇の時間について �［コ �⊂3 �ロ �も 　■1 ll 

2．妻として �［コ �r‾ヽ ll �□ �r「 ll 

3．自分の仕事に対して �【 　ロ �コ �iコ �［コ 

4／母親として �［コ �コ �□ �コ 

5一日分の友人関係について �コ �⊂〕 �l　ロ �コ 

～＊～＊～みなさんのお子さんとの関わりかたは、いかがでしょうか？自分を見つめてみるよい機会になれば幸いです。～＊～



日華こ子三宅こ三宅、三洋リチ≡ソ苧シー「卜
2013年度Dグループ　資料

●子どもに次のようなことをどのくらいしているか �妻いつも 　する �lたまに 　する �あまり しない �ぜんぜん しない 

1．朝、手どもを起こす �61．3 �22．9 �8．6 �7＿2 

2．登校する前に忘れ物がないかを確かめる �15．6 �33，1 �26 �25．3 

3．子とものベッドやふとんを整頓する �27．8 �36．2 �20．8 �15．2 

4．夕食は子どもの好きなメニューにする �8．6 �67．6 �19．5 �4，3 

5＿子どもの洗濯物をタンスにしまう �47．8 �20．6 �15．3 �16．3 

6．入浴後の子どもの毒替えを準備する �12．3 �8．9 �13．5 �65．3 

7．手どもが寝るまで起きている �38．1 �18．3 �22．2 �21．4 

●子どもに次のようなことをどのくらい言っているか �し1三軍 言つ �ときどき 言う �牢旦こ 言つ �言わない �態度で 示すj 

1．早くしなさい �24．1 �32 �33．3 
10．3 �0．3 

2．片つけなさい �19．1 �雷　27．1 �4之9 �10．3 �10・6 

3．勉強しなさい �14．5 �30．4 �40 �14．6 �0．6 

4．がんばりなさい �10．6 �32．9 �45．6 �「蒜「 �0．5 

5．忘れ物はないの �17．5 �23．1 �42．6 �16．5 �0．3 

6．家の手伝いをしなさい �7，9 �24．5 �49．8 �16．7 �1．2 

7．何度言ったらわかるの �9．1 �18．1 �37．7 �34．6 �0．5■ 

8．がまんしなさい �1．3 �11．2 �47．4 �38．7 �1．3 

●次のようなことをしだことがあるか �厄を長芋訂 ��あまりして いない �まったく しない 

1．そっと手どもの手帳などを見る 2．洋服や持ち物をチェックする �1．1　　　　8．9 ��33．4 �56．7 

4．4　　　24．9 ��37，7 �33 

3．反だちとのつきあい方をチェックする � ��36．5 �　28．2 t 3．8 �31．5 

41お小遣いを何に使っているかチェックする �6，6　　　34．5 ��33 �25．8 

5，子どもの居ない時に、手どもの部屋に入る �2ま9　　19．3 ��25．5 �32．2 

●自己評価 �宣とても 満足 �わりと 満足 �あまり満足 していない �全く満足 していない 

1．趣味や余暇の時間について �8．7 �40．1 �40．3 �10．9 

2．妻として �8 �52．7 �33 �6．3 

3，自分の仕事に対して �11．6 �53．1 �30 �5．3 

4．母綿として �13．1 �63．2 �22．2 �1．5 

5．自分の友人関係について �13．7 �64．5 �18．5 �3．4 

出典：ベネッセ教育総合研究所　20〔れ年調盃レポート　『モノグラフ・中学生の世剰vol．67


